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【目的】我々はアミノ酸を導入した環状ポリアミンの亜鉛錯体が､含水溶媒中で

アセ トンとベンズアルデヒドを基質とした立体選択的アル ドール反応を触媒する

こと1)､及び酸化還元酵素の不斉還元反応を組み合わせた 1,3-diolのone-pot合

成を報告している2)｡本研究では亜鉛錯体 1(ZnLl)を用いて､環状ケ トンを基質と

した不斉アル ドール反応の検討を行った｡

【方法 ･結果】シクロペンタノン2及びシクロ-キサノン3と4-ニ トロベンズア

ルデヒド4とのアル ドール反応の結果､ケトン/H20を溶媒として使用することで

良好な収率とエナンチオ選択性で5b及び6bを与えた(Entryl､2)｡また､3は溶

媒をケ トン/NMP/MeOHとすることで､アンチ選択的に84%eeで6aを与えた(Entry

4)｡他の亜鉛錯体及び基質を用いたアル ドール反応の結果も合わせて報告する｡
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Entry n Solvent Yleld(%)aCTNb d.r.(%)C(antl/syn) ee(%)C(ant//syn)

1 1 2/H20(95/5) 86 17

2 2 3/H20(95/5) 79 16

3 1 2/NMPd/MeOH(40/50/10) 6 1

4 2 3/NMPd/MeOH(40/50/10) 96 19

37/63 12(2R,1lS)I78(2R,1lR)
49/51 11(2S,llR)/89(2R,llR)

54/46 10(2S.llR)/2(2R,llR)

88/12 84(2S,1lR)/46(2R,1lR)

alsolatedyield･bcatalytJCTurnov?rNumber(-yield/eq･ofcatalyst)･
cDeterminedbyHPLCanalysisusfngChiralcolumn･dNMP=N-methylpyrrolldone･
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